
城陽市障がい者自立支援協議会 

第１９回 療育部会報告書 

 

報告者 部会長  大蔵 寛子            

標記について下記のとおり報告します。 

日  時  平成２８年 １月２１ 日（木）１０：００～ 

場  所  地域福祉支援センター ３階 会議室 

出 席 者 城陽市福祉課 

相談支援事業所（障害児（者）地域療育支援センターうぃる） 

     サービス提供事業所（ふたば園、きりん、ちゃれんじ、そらいろ、わいわいプラス城陽 

教室、ものづくりスペースみんななかま、社協ヘルプセンター、 

汽車ぽっぽ） 

検討課題 … 地域資源マップ作成について 

       次年度に向けて 

 

【議事録】 

１、地域資源マップ作成について 

   ・地域資源マップの確認と配布 

 

２、次年度に向けて 

   ①各事業所での課題 

     ・本人ニーズと保護者ニーズについて、保護者ニーズだけを尊重し過剰なサービス提供

になっていないか、福祉サービスが家庭でのしんどさを緩和する目的のみとなってい

ないか、検討必要。 

     ・保護者の子育て不安に寄り添う相談支援の在り方、どう保護者をサポートしていけば

いいのか、相談支援機関の機能も含め課題がある。 

     ・学校との連携方法、支援学校とは連携手段は確立されているが、地域の小学校や中学

校、学童保育所との連携について難しい場合がある。 

     ・支援が必要ではあるが知的な遅れのない児童や生徒等、障害状況の差やニーズの差が

大きく、事業所での活動設定や居場所づくりが難しくなってきている。 

   

   ②療育部会として取り組みたいこと 

     ・教育と福祉のさらなる連携（支援学校、支援学級）。 

     ・事例検討を学校での取り組みと福祉事業所での取り組み、両面から検証できる場を設

ける。 

     ・研修として事業所の実践を教育機関と共に報告。 



 

３、その他 

   ・城陽市自立支援協議会より、各部会の規約作成についての案内 

 

   ・次回 平成 28年 5月頃を予定 

           


